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池袋本町まちのちいさなパン屋さん
シリーズ～まちの中の達人～

　中央通り商店会と本町通り
商店会の角にあるベッカー・
フジワラをお訪ねしました。
　ベッカー・フジワラは客が
一人入ればいっぱいになるほ
ど小さなお店です。しかし、並べられているパ
ンやケーキの種類は多く、時間によって入れ替
わりながら、毎日30種類を焼いているとのこ
と。しかもどれも美味しそう。ついついあれこ
れと注文してしまうお店です。
　それもそのはず、店主の藤原さんは、名のあ
るパン屋とケーキ屋で10年修行をされてから、
自宅から歩いてこれるこの場所で開業されたそ
うです。開業して12年。自家製天然酵母を使い、
添加物や保存料を使用しないこだわりのパンは
まちにすっかり根付き、たくさんのファンがい
るそうです。飲食店の紹介サイトでも話題のお
店で、たくさんの人がうわさを聞きつけて遠く
から買いに来ているようです。
　朝8時30分の開店のために5時から厨房に立
ち、夜の8時まで、何度もオーブンでパンが焼
かれています。毎日やり続けることの秘訣を伺
うと、「プライドです」と笑いつつ、休みなく
動き続ける手元の横には、オーブンから出たば
かりの食パンが香ばしく並んでいました。 

　　　　　　　　昨年の秋、池袋本町小中連携
　　　　　　　校が開校し、東武東上線北池袋
　　　　　　　駅前通りの風景が変わりました。
その景観の変化の是非はともかくとして、こうしてま
ちが変わっていくのだということを多くの人が実感
したのではないでしょうか。
　そんな折、歩車道の境界の車止めを通してノー
マライゼーションやバリアフリー、ユニバーサルデ
ザインについて考える機会がありました。
　「どうしてこんな道つくったの！」という声がありま
した。歩道と車道の間にある「車止め」の縁石ブロッ
クに足をかけて転んだのです。その話を聞いた方
が、「どうなっているの？」と、その道を探検に行っ
たところ、「車止め」に気を取られて、カーブミラー
のポールにぶつかり、ろっ骨を折ったとか。
　これらのことは、本人の不注意によるものもある
かもしれません。しかし、それだけだろうかという
思いで、改めて校舎の周りを歩いてみました。
　二つの事故が二次的な大事故につながらなかっ

視点を変えて考えてみると たことは不幸中のさいわいでした。転んだ拍子に、
他の人や自転車または自動車との接触等につなが
る危険性が容易に想像できるからです。
　区からは車いすの方が通りやすいように段差を
なくした設計にしたと聞いています。白杖の方にとっ
ても、あのデッパリは杖で障害物として感知し歩行
が可能になると言われています。しかし、弱視の人
にとってはどうなのでしょう。また、目に他の障害
のある人、高齢になって段差を認識しにくい人に
とっては？　眼鏡等では調整の範囲を超える状態
や、昼と夜、雨、曇天日、快晴等気象条件によっ
ても影響が出ます。
　出来上がった「車止め」
に異議を唱えるものではあ
りませんが、視点を変えて
考えることによって、これま
で気が付かなかったさまざ
まな問題が浮き上がってくる
かもしれません。別の視点
を持つことの大切さを再認
識しました。（青山静可）
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　豊島区では、首都直下地震の切迫性を踏まえ、災害危険度の高い木造住宅密集地域を「燃え広がらない・燃
えないまち」にしていくため、建替え等に対する各種支援を行っています。
　これまでの助成制度等に加え、平成29年４月より東京都の防災都市づくり推進計画に定める「防災生活道
路」の沿道で、建替え等に対する新たな助成制度を導入することにしています。
　新たな制度は、耐火・準耐
火建築物への建替え（耐火性能
の向上が条件）に対する助成
である「地区防災不燃化促進事
業」と、道路中心線から一定
距離後退して建築した場合に
交付される「建築物等後退奨励
金」の２種類です。
　対象となるのは、図に示し
た「防災生活道路」に接する敷
地です。既存の助成制度と併
用できる場合もあり、また平
成33年３月末日までの期間限
定ですので、ぜひこの期間で
の建替えをご検討ください。
　なお、建替え前に事前の申
請が必要となります。建替え
後の申請では助成の対象とな
りませんので、建替えをご検
討の方は区までお問い合わせ
ください。

新しいまちづくり事業…地区防災不燃化促進事業

（イラスト：井出幸子）

防災生活道路

建築物等後退対象路線

不燃化特区

都市防災不燃化促進事業

助成対象路線
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検討会の様子
　池袋本町二丁目の公園用地を対象にした「公園
づくりアイデア検討会」が行われています。
　11月5日に行われた第１回検討会では、敷地の
中に入って、中央にある段差の大きさを体感した
り、周辺の様子を確認しました。その結果をもと
にどのような課題があるか、どのような整備の方
針が考えられるかをグループに分かれて話し合い
ました。
　12 月 3 日に行われた第２回検討会では、前回
課題としてあげられた「みどりと広場の使い方」、
「斜面・子どもの遊び」、「入口と園路・近隣との
関係」について、３つのテーブルを設けて話し合
いました。
　2月 4日に行われた第３回検討会では、それま
で出された意見のとりまとめを行いました。

いろいろなアイデア
　この公園の大きな特徴は中央部に段差があるこ
とです。これをどう活かすかについて３回の検討
会では、座って休むことができる大階段、斜面を
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公園づくりアイデア検討会

　
12月22日10時20分頃 ,新潟県糸魚川

市の駅近のラーメン店から出火、強い南
風に乗って日本海まで拡がり、面積4ha、
建物144棟（全焼120棟）、120世帯224
人の方が被災されました。酒田大火から
40年、まさかの大火となりました。
　火元は調理場のコンロで、初期に消せ
なかったため隣家に燃えうつり、また何
カ所にも街区を越えて飛び火し消火を妨
げました。幸いなことに早めに避難勧告
がでて死者はありませんでした。
　古くからの雪国の雁木造が有名で、狭
い間口に軒が接し隣家とは隙間がなく消
火がしにくかったようです。耐火造があっ
ても周囲は木造が多く、炎がうつってビ
ル内部が焼けました。建築密度は低いの
ですが不燃領域率は数年前の調査で30％
台、燃えやすい市街地でした。
　準耐火造住宅が２軒あり、海側の１軒
はほぼ焼け残りました。これは燃えにく
い構造で、かつ周辺の空き地や樹木が役
だったことが図から読み取れます。所々
の駐車場も風横への火災拡大を防いでい
ます。
　大都市の密集地でも、状況によっては
大火になる危険性が潜在していることを
教えてくれた火災です。もう一度、身の
廻りの火災や震災への備えを見直しま
しょう。（吉川） 酒蔵の被害（東京大学廣井先生提供） 焼け跡近くの街並み

海から焼け跡を見る

利用したすべり台（昨年、南池袋公園に作られた
ような大きなすべり台）、草すべりができる斜面
などで遊べるようにする、などのアイデアが出さ
れました。
　敷地の中央部は斜面のあるはらっぱとして、子
どもたちが駆け回れるようにしたいという意見が
多数を占めています。
　敷地の外周部は、車の通行の多い道路に面した
ところでは公園内に歩道状の空地を設けて歩行者
が歩きやすくします。それ以外の部分では近隣へ
の配慮を行いながら整備する方針です。
　公園のイメージとしては、見通しがよく誰でも
が使いやすい公園にしたいと思います。また木造
密集地域にできる公園ですから、災害時に活用で
きるように配置や入口を工夫すると共に、井戸や
かまどベンチ、マンホールトイレなどの防災設備
の設置も検討しています。
　トイレは子どもたちのためにはあったほうがよ
いという意見がある一方、近隣としてはない方が
安心できるという意見が出されました。この近く
には氷川神社の前の児童遊園にトイレがありま
す。豊島区ではトイレの数は増やさないで、維持

管理を向上させて快適なトイレにしていこうとい
う方針があります。話し合いの結果、この公園に
はトイレを設置しないことにしました。

これからの予定　　
　検討会はこれまで３回行われました。たくさん
のアイデアをいただき、一定の方針もまとまりつ
つあります。
　より多くの皆さんのご意見を伺いながら、引き
続き検討を行ってまいります。会の開催予定は
ホームページ（http://池袋本町 .net/）に掲載され
ますのでご覧いただき、これまで参加できなかっ
た方も是非ご参加ください。

池袋本町二丁目の公園

平成2 8年糸魚川市駅北大火から学ぶ

　検討会でまとめたられた意見は、地元の皆さま
にご説明したあと、区へ提案されます。豊島区で
は平成29年度に公園の基本設計を行い、平成30
年度の実施設計を経て、平成31年度に工事を行
う予定です。
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